


“サスペンスの字申"ヒッチコックと、

サスペンスの神と崇められたヒッチコックだが、その不世出の才能とは裏腹にアカデ

ミー賞とは無線だったoそんな無認の帝王の心の纂綴と逆境を支え続けた女性がいる。

彼女の名は、アルマ。優れた映画編集者にして、ひらめきに満ちた脚本家であり、ヒッチ

コックの生涯ただ一人の妻だ。神と、その神を創った妻と一一ふたりの天才の驚きと感動

に満ちた物語が、時にユーモラスに、ドラマティックに縮かれる!

1959年、ヒッチコックは新作fサイコJの製作に挑んでいた。後にサスペンスの金

字塔と称えられ、現代iこ歪るまで多くのクリエイターに影響を与え続けている

ヒッチコック儀大のヒット作だ。

ところが、その裏側は試練の連続だった。当時は映画史上か

つてない斬新で刺激的な題材ゆえに、映画会社に出資を断

られ、検閲宮の許可も下りない。自己資金で製作するが、プ

レッシャーから撮影中に倒れ、最大の味方のはずの婆との関

係まで揺らぎ始める。とどめは、第 1 回の試写での酷評。だが、

互いの関係を見つめ直したヒッチコックとアルマは、鮮やかな逆

転劇に向かつて立ち上がった一一!


